
書

評

マ
ッ
ク
ス

■

ソ
ー
レ
ン
セ
ン
編
、
国
際
法
提
要

竃
き
q
巴
o
賄
勺
呂
一
一
〇
H
艮
①
毎
讐
一
〇
冨
一
い
餌
≦
。
国
島
叶
8
冨
竃
霞
ω
§
窪
ω
g
．

］
≦
8
］
≦
一
一
冨
ロ
（
一
〇
b
α
o
P
］
≦
Φ
一
ぴ
o
ロ
旨
ρ
↓
0
8
旨
o
）
》
ω
ρ
竃
四
吋
け
ぼ
．
ω
勺
器
の
ω

（
Z
Φ
名
肖
o
詩
y
一
8
0。
」
図
く
づ
罰
O
ω
O
b
や

入

江

啓

四

B良

一
　
本
書
の
梗
概
及
び
共
著
者

　
編
者
は
ア
ー
ル
フ
ス
（
デ
ン
マ
ー
ク
）
大
学
国
際
法
教
授
マ
ッ
ク
ス
・

ソ
ー
レ
ン
セ
ン
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
国
際
平
和
財
団
の
委
嘱
に
よ
り
、
諸
国
の

国
際
法
学
者
を
集
め
て
、
合
同
企
画
し
、
分
担
を
定
め
、
か
つ
は
討
議
を

重
ね
て
得
た
成
果
が
、
こ
の
国
際
法
提
要
で
あ
る
。
ソ
ー
レ
ン
セ
ン
教
授

は
、
過
去
十
年
以
上
に
わ
た
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
外
務
省
顧
問
で
あ
り
、
ま

た
別
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
の
委
員
で
も
あ
る
。
そ
の
造
詣
と
活
躍

ぶ
り
が
思
わ
れ
る
Q

　
そ
の
他
諸
国
の
協
力
者
に
つ
い
ブ
は
、
巻
頭
に
相
当
詳
し
い
紹
介
が
あ

マ
ッ
ク
ス
　
ソ
！
レ
ン
セ
ン
編
、
国
際
法
提
要

り
、
こ
こ
で
は
出
生
国
、
主
要
な
所
属
機
関
名
に
と
ど
め
、
名
そ
の
分
担

を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。
出
生
国
は
、
多
く
そ
の
所
属
国
籍
と
一
致
す
る

が
、
例
外
的
に
出
生
国
は
、
必
ず
し
も
現
国
籍
を
示
す
も
の
で
は
な
い
も

の
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
一
　
国
際
社
会
に
お
け
る
法
の
機
能
　
　
イ
ギ
リ
ス
、
ケ
ソ
ブ
リ
ッ
ジ

　
　
大
学
教
授
ク
ラ
イ
ヴ
・
パ
リ
ー
（
Ω
一
＜
①
℃
震
蔓
）

　
二
　
国
際
社
会
の
法
的
機
構
　
　
エ
ジ
プ
ト
、
同
国
外
務
省
法
規
条
約

　
　
局
長
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
・
エ
ル
・
エ
リ
ア
ン
（
》
区
三
一
昌
田
国
ユ
翠
）

　
三
　
国
際
法
の
淵
源
　
　
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
・
ジ
ュ

　
　
ネ
ー
ヴ
大
学
教
授
、
ミ
シ
ェ
ル
・
ヴ
ィ
ラ
リ
（
鼠
一
魯
巴
≦
蚕
ξ
）
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一



マ
ッ
ク
ス
・
ソ
ー
レ
ン
セ
ン
編
、
国
際
法
提
要

四
　
条
約
法
　
　
ク
ラ
イ
ヴ
・
パ
リ
ー
（
前
掲
）

五
　
国
際
法
の
主
体
　
　
ウ
ガ
ン
ダ
、
ダ
ル
・
エ
ス
・
サ
ラ
ー
ム
大
学

　
法
学
部
講
師
、
政
府
法
務
次
長
ピ
ー
タ
ー
・
ゼ
ー
ム
ス
・
カ
ム
ボ
．

　
ム
ゲ
ル
ワ
（
勺
卑
R
匂
蝉
ヨ
霧
Z
犀
螢
ヨ
げ
O
蜜
仁
α
q
震
名
ρ
）

六
　
国
家
の
権
能
、
人
及
び
場
所
に
関
す
る
そ
の
範
囲
　
　
ユ
ー
ゴ
ス

　
ラ
ヴ
ィ
ヤ
、
国
際
政
治
経
済
研
究
所
（
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
）
国
際
法
部

　
長
ミ
ラ
ン
・
サ
ホ
ヴ
ィ
チ
（
鼠
一
一
き
ω
魯
薯
叡
）
及
び
ア
メ
リ
カ
、

　
ミ
シ
ガ
ン
大
学
法
学
教
授
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
　
（
譲
葭
帥
ヨ

　
薫
。
ω
一
ω
げ
8
）

七
　
対
外
関
係
に
お
け
る
国
家
機
関
－
国
家
機
関
及
び
国
家
の
免
除
及

　
び
特
権
　
　
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
立
ラ
ト
ジ
ャ
ー

　
ス
法
科
大
学
国
際
法
教
授
フ
ラ
ン
シ
ス
・
デ
ア
ク
（
写
き
9
ω
U
o
欝
）

八
　
国
際
法
に
お
け
る
個
人
　
　
日
本
、
東
北
大
学
教
授
小
田
滋

九
　
国
際
責
任
　
　
ウ
ル
グ
ワ
イ
、
モ
ン
テ
ヴ
ィ
デ
ォ
大
学
法
学
部
国

　
際
法
教
授
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ヒ
メ
ネ
ズ
・
デ
・
ア
レ
チ
ャ
ガ
（
因
亭

　
畦
α
○
旨
旨
魯
o
N
創
o
卜
鼠
3
鎚
帥
）

一
〇
　
経
済
、
社
会
、
文
化
領
域
に
お
け
る
制
度
化
さ
れ
た
国
際
協
力

　
マ
ッ
ク
ス
・
ソ
ー
レ
ン
セ
ン
（
前
出
）

二
　
　
紛
争
の
解
決
　
　
イ
ン
ド
、
ア
ン
ド
ラ
大
学
教
授
．
同
大
学
法

　
学
部
長
B
・
S
・
ム
ル
テ
ィ
ー
（
ω
。
ω
’
冨
自
旨
網
）

二
一
国
家
に
よ
る
軍
隊
の
使
用
、
集
団
安
全
保
障
、
戦
争
及
ぶ
中
立

三
九
二

　
　
の
法
　
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ポ
ズ
ナ
ン
大
学
準
教
授
ク
ル
ズ
ィ
ス
ト
フ

　
　
・
ヤ
ソ
●
ス
ク
ビ
ジ
ェ
ゥ
ス
キ
（
囚
嵩
旨
N
8
胤
一
蝉
昌
ω
犀
二
び
一
震
o
名
ω
匹
）

　
一
見
明
か
で
あ
る
よ
う
に
、
本
書
は
、
平
時
国
際
法
に
重
点
を
お
い

て
、
国
際
法
の
概
論
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
提
要
と
し
て
、
さ
ら
に
完

壁
を
期
し
た
も
の
は
、
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
判
例
索
引
、
条
約
索
引
、
ラ

テ
ン
語
の
術
語
で
あ
り
、
各
章
末
の
文
献
目
録
や
巻
末
の
事
項
索
引
と
と

も
に
、
学
習
者
に
と
っ
て
は
便
宜
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
そ
の
企
画
か
ら
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
専
門
的
論
文
集

で
は
な
く
、
各
協
力
者
が
特
定
部
門
を
分
担
し
つ
つ
も
、
全
体
と
し
て
綜

合
的
な
国
際
法
提
要
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

二
　
概
論
書
の
長
所
と
短
所

　
本
書
は
、
諸
国
の
学
者
に
成
る
共
作
で
あ
り
、
そ
こ
に
個
人
の
著
作
に

比
べ
て
、
長
所
が
あ
る
と
と
も
に
短
所
も
あ
る
。
概
論
書
で
あ
り
、
入
門

書
で
は
あ
る
と
い
っ
て
も
、
今
日
当
面
し
、
経
験
し
た
国
際
間
の
諸
問
題

で
、
法
的
究
明
を
要
す
る
も
の
に
も
多
く
ふ
れ
て
い
る
。
個
人
の
著
作
で

あ
れ
ぽ
、
個
人
的
判
断
を
比
較
的
強
く
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
が
、
国
際
的
な
共
同
著
作
で
あ
り
、
か
つ
は
公
約
数
に
制
約
さ
れ
た
一

般
的
解
説
書
と
な
る
と
、
問
題
点
に
は
ふ
れ
な
が
ら
も
、
法
理
に
照
ら
し

て
、
こ
れ
を
批
判
し
た
り
、
是
非
黒
白
を
論
断
し
た
り
す
る
こ
と
が
控
え

ら
れ
が
ち
と
な
る
。
そ
れ
は
慎
重
で
あ
り
、
公
平
で
あ
る
と
い
う
長
所
で



も
あ
ろ
う
が
、
理
論
的
解
明
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
物
足
り
な
い
。

　
例
え
ば
国
際
連
合
と
人
権
保
障
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
、
・
シ
ド

セ
ン
テ
ィ
事
件
、
そ
の
他
の
社
会
主
義
諸
国
に
た
い
す
る
総
会
処
理
、
南

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
人
種
紛
争
処
理
な
ど
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
そ
れ
は
件
名
の
列
挙
と
い
っ
た
程
度
を
出
て
い
な
い
（
四
九
九
頁
）
。

こ
の
種
著
作
に
つ
い
て
は
、
分
量
上
の
制
約
も
あ
ろ
う
し
、
露
骨
に
曲
直

を
論
ず
る
こ
と
は
遠
慮
も
さ
れ
よ
う
し
、
こ
れ
も
や
む
を
え
な
い
こ
と
で

あ
る
。
こ
う
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
何
も
判
決
も
下
す
よ
う
な
論
理
を
展

開
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
注
文
は
、
無
理

難
題
を
し
か
け
る
こ
と
に
も
な
る
。
い
く
ら
か
で
も
理
論
点
を
指
摘
す
る

と
い
う
こ
と
で
満
足
す
る
外
は
な
い
。

　
別
例
を
挙
げ
る
と
、
国
内
紛
争
と
力
（
軍
隊
）
の
使
用
と
い
う
小
項
目

が
あ
る
（
七
四
八
頁
以
下
）
。
そ
こ
に
は
ア
メ
リ
カ
軍
隊
の
レ
バ
ノ
ソ
進

駐
、
イ
ギ
リ
ス
軍
隊
の
ヨ
ル
ダ
ン
空
輸
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
進

駐
は
、
関
係
国
政
府
の
要
請
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
、
安
全

保
障
理
事
会
や
総
会
の
討
議
で
は
、
数
加
盟
国
は
、
こ
れ
に
た
い
し
て
疑

義
を
提
起
し
た
と
し
、
レ
バ
ノ
ン
や
ヨ
ル
ダ
ン
の
住
民
多
数
、
同
地
域
に

お
け
る
他
の
ア
ラ
ブ
諸
国
の
意
思
に
反
し
て
行
動
し
た
と
す
る
見
解
に
ふ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
れ
以
上
、
筆
者
自
身
の
批
判
は
避
け
て
い
る
。

　
さ
ら
に
中
華
人
民
共
和
国
義
勇
軍
（
中
国
人
民
志
願
軍
）
の
朝
鮮
動
乱

参
加
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
武
装
部
隊
の
ク
ー
バ
侵
入
、
ア
メ
リ
カ
及
び
中
央
ア

マ
ヅ
ク
ス
・
ソ
ー
レ
ン
セ
ン
編
、
国
際
法
提
要

メ
リ
カ
諸
共
和
国
の
支
援
に
よ
る
武
装
亡
命
ク
ー
バ
人
に
よ
る
ク
ー
バ
侵

入
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
ヴ
ェ
ト
コ
ソ
に
た
い
す
る
武
力
援
助
等
を
指

摘
し
た
後
、
叛
徒
、
叛
乱
軍
ま
た
は
破
壊
活
動
は
、
時
に
間
接
侵
略
と
さ

れ
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
自
国
の
承
認
し
て
い
る
外
国
政

府
（
例
え
ば
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
）
に
た
い
す
る
武
力
援
助
は
、
す
べ
て

合
法
的
で
あ
る
と
す
る
伝
統
理
論
に
よ
っ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

社
会
主
義
国
に
属
す
る
筆
者
と
し
て
も
、
こ
の
程
度
で
論
鋒
を
収
め
る
こ

と
が
最
大
限
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
い
う
例
示
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本
書
は
、
筆
者
の
個
人
的
な
見

解
を
控
え
て
い
る
点
で
公
平
で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
、
理
論
的
追
究
に
物

足
り
な
さ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
Q

　
第
二
次
世
界
戦
争
後
は
、
社
会
主
義
諸
国
が
国
際
社
会
に
参
進
し
、
国

際
法
の
論
件
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
検
討
を
本
書
の
よ
う
な
概
論
書

に
求
め
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
戦
後
は
、
殊
に
ソ
ヴ

ェ
ト
国
際
法
学
の
進
況
に
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
戦
前
に
く
ら
べ
て
、

著
作
出
版
物
も
い
た
っ
て
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、
せ
め
て
各
章
の
文
献
に

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
文
献
と
同
程
度
の
価
値
あ
る
も
の

は
、
こ
れ
を
掲
げ
る
ほ
ど
の
用
意
が
あ
っ
て
よ
い
と
思
う
。
事
実
あ
る
論

題
の
担
当
者
に
よ
っ
て
は
、
相
当
の
ソ
ヴ
ェ
ト
文
献
、
時
に
は
他
の
社
会

主
義
国
に
属
す
る
学
者
の
著
作
物
も
掲
げ
て
い
る
。
た
だ
そ
れ
が
各
章
の

す
べ
て
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
特
定
の
筆
者
に
か
ぎ
ら
れ
て
い

三
九
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マ
ッ
ク
ス
　
ソ
ー
レ
ン
セ
ン
編
、
国
際
法
提
要

る
。
国
際
法
淵
源
論
、
条
約
法
論
、
国
家
権
能
論
、
国
家
機
関
論
及
び
実

力
行
使
、
集
団
安
全
保
障
論
の
担
当
者
が
そ
の
例
で
あ
る
。

　
語
学
の
武
装
は
、
人
に
よ
っ
て
異
る
の
で
あ
る
か
ら
、
各
章
の
担
当
者

に
た
い
し
て
、
同
一
の
こ
と
を
注
文
す
る
よ
う
な
愚
を
犯
そ
う
と
い
う
の

で
は
な
い
。
た
だ
せ
っ
か
く
国
際
的
協
力
に
よ
る
著
作
で
あ
る
か
ら
、
独

立
の
文
献
欄
を
設
け
て
、
社
会
主
義
諸
国
の
文
献
が
一
覧
で
き
る
よ
う
な

こ
と
に
な
っ
て
い
た
ら
、
な
お
完
壁
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

三
　
概
論
書
に
と
も
な
う
弱
点

　
一
般
に
国
際
法
の
教
科
書
的
な
も
の
と
な
る
と
、
国
際
法
の
概
念
、
そ

の
淵
源
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、
主
体
論
（
国
家
及
び
国
際
機

関
）
、
国
家
の
基
本
的
権
利
義
務
、
条
約
論
、
行
為
論
、
等
々
、
お
よ
そ

の
排
列
が
あ
る
。
本
提
要
の
排
列
に
つ
い
て
は
、
多
少
ど
う
か
と
思
わ
れ

る
点
が
な
く
も
な
い
。
例
え
ば
第
二
章
国
際
社
会
の
法
的
機
構
や
第
十
章

国
際
協
力
機
関
は
、
適
当
な
と
こ
ろ
に
前
後
し
て
排
列
し
た
方
が
よ
い
と

思
う
。
も
っ
と
も
一
概
に
国
際
法
教
科
書
と
い
っ
て
も
、
著
者
に
よ
っ

て
、
章
節
の
排
列
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
余
り
論

評
す
る
ほ
ど
の
こ
と
も
な
い
。

　
本
書
で
国
際
法
の
序
論
的
部
分
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
法
の
機
能

（
第
一
章
）
と
国
際
法
の
淵
源
（
第
三
章
）
で
あ
る
。
国
際
社
会
に
お
け

る
法
の
機
能
と
い
う
問
題
は
、
国
際
法
の
全
分
野
に
わ
た
っ
て
論
及
さ
れ

三
九
四

ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
だ
け
で
一
書
を
な
す
は
ず
の
も
の
で
あ
る
が
、
本
書

で
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
主
と
し
て
国
際
社
会

の
成
立
、
国
際
法
の
歴
史
的
発
展
に
つ
い
て
、
両
者
の
相
互
関
連
性
を
述

べ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
や
は
り
序
論
的
な
も
の
に
過
ぎ
な

い
・
こ
う
い
う
序
論
の
役
割
は
、
実
は
か
な
り
難
し
い
こ
と
で
あ
る
・
と

い
う
の
は
そ
の
課
題
に
し
た
が
っ
て
、
一
と
お
り
は
全
面
的
に
説
述
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
な
る
と
粗
に
し
て
尽
さ
ず
と
い
う
結
果
に
陥

り
や
す
い
。

　
例
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
東
洋
、
特
に
日
本
と
中
国
に
た
い
し
て
、

通
交
を
逼
っ
た
当
時
、
ヨ
！
ロ
ッ
パ
的
国
家
概
念
と
主
権
概
念
に
よ
っ
た

た
め
に
、
誤
解
が
お
こ
っ
た
と
し
て
、
大
君
は
帝
（
、
・
・
カ
ド
）
の
権
限

（
権
力
）
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
誤
っ
て
、
大
君
と
交
渉
を
試
み
た
と
い

っ
て
い
る
（
三
九
頁
）
。
こ
れ
は
幕
府
時
代
の
天
皇
と
将
軍
の
地
位
、
そ

の
対
外
的
権
能
に
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
簡
単
な
記
述
で

は
、
初
学
の
徒
は
、
何
を
意
味
し
た
か
、
理
解
し
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
わ

ず
か
の
論
述
か
ら
推
す
と
、
徳
川
末
期
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
日
本
の
開

国
を
せ
ま
っ
た
頃
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
幕
府
時
代
を
通
じ
て
、
天

皇
と
将
軍
の
国
権
、
ひ
い
て
そ
の
対
外
交
渉
権
に
つ
い
て
い
う
に
し
て

も
、
ま
た
一
時
期
、
す
な
わ
ち
徳
川
末
期
の
関
係
を
指
摘
す
る
に
し
て

も
、
こ
の
よ
う
な
断
定
を
下
す
に
あ
た
っ
て
は
、
も
少
L
具
体
的
な
説
明

が
な
い
と
、
そ
の
論
旨
に
た
い
し
て
は
、
肯
定
も
否
定
も
で
き
な
い
。



　
第
二
次
世
界
戦
争
後
は
　
国
際
法
に
も
種
々
と
新
し
い
問
題
を
提
記
し

て
い
る
。
原
水
爆
の
出
現
や
宇
宙
活
動
な
ど
が
そ
れ
で
あ
り
、
あ
る
い
は

軍
備
制
限
問
題
と
し
て
（
七
九
八
頁
）
、
あ
る
い
は
国
権
行
使
の
場
所
的

範
囲
に
関
連
し
て
（
三
五
一
頁
以
下
）
、
説
か
れ
て
は
い
る
が
、
余
り
に

簡
単
過
ぎ
る
よ
う
に
思
う
。

　
戦
前
に
は
一
国
内
に
新
旧
両
政
権
が
対
立
し
て
も
、
そ
の
対
立
期
間
が

短
か
っ
た
た
め
に
、
政
府
の
承
認
と
い
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
ほ
ど
複
雑
困

難
な
問
題
は
な
か
っ
た
。
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
、
新
旧
両

政
権
が
対
立
し
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
従
来
の
正
統
政
府
で
あ
る
共
和
政
府

と
の
外
交
関
係
を
保
持
し
な
が
ら
、
革
命
（
国
民
）
政
府
に
た
い
し
て
、

事
実
上
の
承
認
を
与
え
た
こ
と
が
、
大
き
な
論
件
を
供
し
た
く
ら
い
の
こ

と
で
あ
る
Q

　
と
こ
ろ
が
第
二
次
世
界
戦
争
の
終
戦
段
階
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
東

西
両
ド
イ
ツ
、
東
ア
ジ
ア
に
は
南
北
両
鮮
、
南
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
各
政
権

が
対
立
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
対
立
は
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
ほ
ど
長
期
化
し
、
し
か
も
対
立
状
態
が
固
定
化
し
て
い
る
Q
二
者
択
一

的
に
何
れ
か
一
方
の
政
府
を
承
認
す
る
と
い
う
の
は
、
古
典
的
の
承
認
理

論
に
合
致
は
す
る
が
、
し
か
も
他
方
政
府
の
国
際
的
比
重
は
無
視
し
得

ず
、
よ
っ
て
両
ド
イ
ッ
政
府
に
つ
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
稀
で
は
あ
る

が
双
方
の
政
府
を
法
的
に
承
認
し
て
い
る
国
も
あ
り
、
ま
た
一
方
に
法
的

承
認
を
与
え
、
こ
れ
と
外
交
関
係
を
設
定
し
な
が
ら
、
他
方
に
は
事
実
上

マ
ッ
ク
ス
・
ソ
ー
レ
ン
セ
ン
編
、
国
際
法
提
要

の
承
認
を
与
え
、
も
し
く
は
与
え
ず
に
、
こ
れ
と
通
商
貿
易
関
係
を
設
定

し
て
い
る
諸
国
も
少
く
な
い
。
し
か
も
対
立
政
権
の
存
在
か
ら
し
て
生
ず

る
国
際
法
上
の
問
題
は
、
承
認
ま
た
は
不
承
認
の
問
題
に
限
定
さ
れ
る
の

で
は
な
い
。

　
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
現
象
は
変
態
的
な
こ
と
で
あ
り
、
国
際
法
上
も
特

殊
研
究
に
属
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
国
際
法
提
要
で
論
ず
る
こ
と
は
不
適

当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
国
際
法
主
体
論
、
特
に
承
認
論

の
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
別
段
の
論
及
も
な
い
よ
う
で
あ
る
Q
し

か
し
少
く
と
も
若
干
の
解
明
ま
た
は
問
題
点
の
指
摘
く
ら
い
は
あ
る
方
が

よ
い
と
思
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
本
書
の
一
部
面
を
と
り
あ
げ
て
、
と
か
く
の
批
評
な
り

希
望
な
り
を
述
べ
る
こ
と
は
、
実
は
盲
者
巨
象
を
撫
で
て
、
そ
の
一
毛
を

語
る
の
結
果
に
な
る
。
本
書
が
概
説
書
と
し
て
優
れ
て
い
る
こ
と
は
勿

論
、
な
か
に
は
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
、
相
当
の
究
明
を
加
え
た
も
の
も

あ
る
。
そ
れ
を
例
示
し
よ
う
。

四
　
ア
メ
リ
カ
の
国
家
行
為
説

　
国
家
機
関
論
の
章
で
は
、
国
家
及
び
国
家
機
関
の
免
除
と
特
権
に
つ
い

て
論
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
第
六
節
で
は
、
国
家
行
為
説
（
9
Φ

8
け
鉱
馨
無
Φ
3
。
践
器
）
に
つ
い
て
、
相
当
詳
し
く
論
じ
て
い
る
（
四

四
五
頁
以
下
）
Q
概
説
書
と
し
て
、
　
一
項
目
に
つ
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
内
容

三
九
五



マ
ッ
ク
ス
・
ソ
ー
レ
ン
セ
ン
編
、
国
際
法
提
要

的
に
説
明
す
れ
ば
、
そ
の
趣
旨
を
徹
底
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
ろ
う
。

　
実
の
と
こ
ろ
、
主
権
免
除
論
と
国
家
行
為
説
は
、
同
一
で
は
な
く
、
主

権
免
除
の
一
態
様
と
し
て
、
国
家
行
為
説
を
挙
げ
る
の
は
、
理
論
的
に
は

妥
当
で
は
な
い
。
両
者
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
指
摘
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
主
権
免
除
は
、
主
体
面
か
ら
（
寅
ぎ
露
需
3
9
器
）
い
う

も
の
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
国
家
行
為
説
は
専
ら
実
体
、
こ
こ
で
は
行

為
に
着
目
し
て
（
鍔
ぎ
器
ヨ
讐
震
冨
Φ
）
論
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
と
も
に
内
国
裁
判
所
の
管
轄
は
及
ば
ず
、
ま
た
は
そ
の
審
理
対
象
と
は

な
ら
ぬ
と
す
る
と
い
う
点
で
、
類
縁
概
念
と
し
て
、
便
宜
上
、
関
連
的
に

主
権
免
除
の
章
下
で
取
り
扱
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
筆
者
の
見

解
ど
お
り
、
国
家
行
為
説
は
、
外
国
主
権
者
が
、
内
国
裁
判
所
で
個
人
的

免
除
を
享
有
し
た
旧
時
の
判
例
に
沿
革
を
求
め
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
両
者
は
関
連
的
に
説
か
れ
て
よ
い
わ
け
で
あ
る
。

　
筆
者
も
指
摘
す
る
と
お
り
、
普
通
法
の
下
で
、
国
家
行
為
説
の
古
典
的

判
例
に
属
す
る
も
の
は
、
ア
ン
ダ
ー
ヒ
ル
・
エ
ル
ナ
ン
デ
ス
事
件
（
一
八

九
七
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
決
）
で
あ
る
。
本
判
決
で
、
い
ず

れ
の
主
権
国
家
も
、
他
の
主
権
者
の
独
立
を
尊
重
す
る
義
務
が
あ
り
、
内

国
裁
判
所
は
、
他
国
政
府
が
そ
の
領
域
内
で
と
っ
た
行
為
は
、
こ
れ
を
審

理
し
な
い
と
判
示
し
た
。

　
要
す
る
に
国
家
行
為
説
と
は
、
外
国
の
行
っ
た
行
為
の
合
法
性
如
何
に

つ
い
て
は
、
よ
し
個
人
間
の
争
訟
で
、
こ
れ
に
つ
き
申
立
が
あ
っ
て
も
、

三
九
六

内
国
裁
判
所
は
、
そ
の
外
国
が
同
意
し
な
い
か
ぎ
り
は
、
こ
れ
に
つ
き
権

限
を
行
使
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
裁
判
所
に
よ
る
国
家
行
為
説
の
適
用
で
、
近
年
有
名
な
事
件

は
、
サ
バ
テ
ィ
ノ
事
件
で
あ
る
。
被
告
は
、
ク
ー
バ
の
国
有
化
措
置
は
、

国
際
法
を
侵
犯
す
る
も
の
で
あ
り
、
よ
っ
て
有
効
な
権
原
を
得
た
も
の
で

は
な
い
と
主
張
し
、
第
一
審
、
第
二
審
と
も
に
こ
の
申
立
を
認
め
た
が
、

連
邦
最
高
裁
は
、
こ
れ
を
覆
し
て
、
国
家
行
為
説
の
本
則
に
帰
っ
た
。

　
最
高
裁
判
決
は
、
改
め
て
国
家
行
為
説
を
再
確
立
し
た
と
は
い
っ
て

も
、
こ
こ
に
注
意
す
べ
ぎ
点
が
あ
る
。
第
一
点
は
、
国
家
行
為
説
は
、
国

際
法
に
よ
り
要
求
さ
れ
て
い
る
も
の
で
も
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な

く
、
内
国
法
上
の
主
義
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
点
は
、

ア
メ
リ
カ
憲
法
上
の
権
限
分
離
原
則
に
基
き
、
対
外
関
係
は
、
専
ら
行
政

部
、
特
に
国
務
省
の
管
掌
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
司
法
部
と
し
て
は
、
行

政
部
の
意
思
に
反
し
て
、
自
ら
外
国
の
国
家
行
為
に
た
い
し
て
、
そ
の
合

法
性
如
何
を
問
わ
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
点
は
、
訴
争
当

時
、
ア
メ
リ
カ
の
承
認
し
た
外
国
の
主
権
的
政
府
が
、
そ
の
領
域
内
所
在

財
産
を
収
奪
し
た
の
に
た
い
し
て
、
こ
れ
を
規
制
す
る
条
約
ま
た
は
明
白

な
合
意
が
な
い
か
ぎ
り
、
財
産
収
奪
は
慣
行
国
際
法
を
侵
犯
す
る
と
の
申

立
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
合
法
性
如
何
を
審
理
し
な
い
と
し
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
こ
で
『
訴
訟
当
事
者
が
国
際
法
違
反
を
申
立
て
て
も
』
と
い
っ
て
、

い
る
こ
と
は
、
　
『
裁
判
所
が
国
際
法
違
反
を
構
成
す
る
と
認
め
て
も
』
と



い
う
の
と
は
異
る
こ
と
を
特
に
注
意
し
て
お
ぎ
た
い
・
第
四
点
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
「
サ
バ
テ
ィ
ノ
立
法
」
の
成
立
で
あ
る
。
い
わ
ば
議
会
が
司
法

機
関
の
国
家
行
為
説
至
上
主
義
に
た
い
し
て
反
擾
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

外
国
の
没
収
行
為
が
国
際
法
に
違
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
か
つ
大

統
領
が
対
外
政
策
上
の
利
害
関
係
よ
り
反
対
し
な
い
場
合
は
、
国
家
行
為

説
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
た
も
の
で
あ
る
（
一
九
六
四
・
一
〇

・
七
、
改
正
対
外
援
助
法
第
三
〇
一
条
d
項
）
。
筆
者
は
、
そ
の
後
、
サ

バ
テ
ィ
ノ
事
件
の
再
審
判
決
に
も
ふ
れ
て
い
る
Q

五
　
限
定
的
主
権
免
除
主
義

　
国
家
行
為
説
が
国
家
の
行
為
に
着
目
し
て
、
他
国
の
主
権
作
用
で
あ
る

行
為
は
、
こ
れ
を
尊
重
し
て
、
内
国
裁
判
所
は
、
そ
の
効
力
、
国
際
法
上

の
合
法
性
ま
た
は
違
法
性
を
問
わ
ぬ
と
す
る
の
に
た
い
し
て
、
主
権
免
除

論
は
、
国
際
法
上
の
主
体
に
着
目
し
て
、
国
家
は
平
等
で
あ
り
、
一
国
は

他
国
ま
た
は
そ
の
国
家
機
関
に
た
い
し
て
、
裁
判
権
を
及
ぽ
さ
な
い
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
か
つ
国
家
行
為
説
は
、
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
的
な
裁
判

上
の
原
則
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
主
権
免
除
論
は
、
一
般
国
際
法
上
の

原
則
で
あ
る
。

　
主
権
免
除
は
、
一
般
国
際
法
上
の
原
則
で
は
あ
る
と
い
っ
て
も
、
ア
メ

リ
カ
を
ふ
く
み
、
諸
国
の
判
例
で
、
こ
の
原
則
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な

く
、
除
外
が
あ
る
と
す
る
こ
と
は
、
つ
と
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は

マ
ヅ
ク
ス
・
ソ
ー
レ
ン
セ
ン
編
、
国
際
法
提
要

あ
る
が
、
限
定
的
免
除
論
と
し
て
、
近
時
特
に
理
論
構
成
の
試
み
ら
れ
て

い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
同
じ
く
国
家
の
行
為
に
着
目
し
て
、
外
国
の

国
権
的
行
為
は
、
内
国
裁
判
所
で
免
除
を
享
有
す
る
が
、
そ
の
民
商
事
行

為
は
、
こ
れ
を
享
有
し
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン

ス
そ
の
他
諸
国
の
判
例
は
、
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
た
い
し
て
ア
メ
リ
カ
で
は
、
限
定
的
主
権
免
除
論
を
認
め
つ
つ

も
、
判
例
の
上
で
は
、
絶
対
的
免
除
論
に
近
か
っ
た
Q
と
こ
ろ
が
最
近
に

い
た
っ
て
、
公
式
な
見
解
と
し
て
、
限
定
的
免
除
論
を
標
榜
し
た
の
が
、

「
テ
ー
ト
書
簡
」
（
一
九
五
二
・
五
・
一
九
）
で
あ
り
、
本
書
で
も
こ
れ

に
論
及
し
て
い
る
（
四
三
四
頁
、
四
四
〇
頁
）
Q

　
テ
ー
ト
書
簡
と
い
う
の
は
、
国
務
省
法
律
顧
問
代
理
ジ
ャ
ッ
ク
・
テ
ー

ト
が
、
司
法
長
官
代
理
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
パ
ー
マ
ソ
あ
て
与
え
た
も
の
で
、

従
来
の
古
典
的
ま
た
は
絶
対
的
主
権
免
除
論
に
た
い
し
て
、
新
し
い
傾
向

と
し
て
、
制
限
的
主
権
免
除
論
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
し
て
、
日
本
を
も

ふ
く
み
、
諸
国
の
判
例
に
つ
い
て
、
両
説
を
比
較
し
て
い
る
・
そ
し
て
結

論
と
し
て
、
諸
国
政
府
が
ま
す
ま
す
通
商
活
動
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
以
上
、
ア
メ
リ
カ
と
し
て
も
、
限
定
的
主
権
免
除
説
に
し
た
が
う

必
要
が
あ
る
と
の
見
解
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
筆
者
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
テ
ー
ト
書
簡
は
、
管
轄
免
除
と
差
押

免
除
を
区
別
し
て
い
な
い
。
こ
の
区
別
と
い
う
の
は
、
内
国
裁
判
所
は
、

限
定
的
主
権
免
除
説
の
立
場
よ
り
、
外
国
の
民
商
事
行
為
に
た
い
し
て
、
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マ
ッ
ク
ス
・
ソ
ー
レ
ン
セ
ン
編
、
国
際
法
提
要

裁
判
管
轄
が
あ
る
と
す
る
場
合
も
、
そ
の
外
国
に
た
い
し
て
、
財
産
差
押

な
ど
の
強
制
執
行
は
行
わ
ず
、
つ
ま
り
強
制
執
行
の
免
除
は
認
め
る
の
で

あ
る
。
こ
の
区
別
は
、
多
く
の
国
で
採
用
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か

し
少
く
と
も
仮
差
押
と
い
っ
た
こ
と
は
認
め
る
国
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
ア

メ
リ
カ
で
は
、
国
務
省
と
し
て
は
、
テ
ー
ト
書
簡
に
か
か
わ
ら
ず
、
差
押

や
強
制
執
行
の
免
除
は
、
従
来
ど
お
り
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の

後
、
そ
の
見
地
を
修
正
し
、
国
際
法
上
、
外
国
政
府
が
訴
訟
よ
り
免
除

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
財
産
に
た
い
す
る
差
押
も
禁
止
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
本
提
要
の
筆
者
は
、
以
上
主
権
免
除
論
に
つ
い
て
、
諸
国
の
判
例
に
加

え
て
、
特
に
テ
ー
ト
書
簡
及
び
同
書
簡
前
後
の
ア
メ
リ
カ
判
例
を
挙
げ
て

説
明
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
新
し
い
傾
向
を
紹
介
し
よ
う
と

し
た
こ
と
は
、
こ
の
傾
向
が
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
た
め
に
、
一
般

国
際
法
上
の
概
説
書
と
し
て
は
、
出
色
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
欲

を
い
え
ぽ
、
テ
ー
ト
書
簡
は
、
こ
う
し
た
ア
メ
カ
の
傾
向
に
つ
き
、
重
要

な
転
換
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
書
簡
そ
の
も
の
は
余
り
長
文
の
も

の
で
は
な
い
し
、
今
少
L
く
そ
の
内
容
を
示
し
て
い
た
ら
よ
か
っ
た
と
思

う
o

六
　
国
際
法
上
の
国
家
責
任

本
書
が
国
際
責
任
に
つ
い
て
、
独
立
の
章
を
設
け
、
こ
れ
に
関
連
す
る

三
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問
題
を
多
角
的
に
追
究
し
て
い
る
こ
と
は
、
一
つ
の
特
色
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
（
五
三
一
頁
以
下
）
。
　
一
般
国
際
法
の
概
説
書
と
し
て
、
国
際

責
任
に
論
及
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
本
書
は
、
か
な
り
内
容
的
に
充

実
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
本
書
自
体
が
提
要
で
あ
る
か
ら
、
国
際
責
任
に

関
す
る
多
く
の
論
件
を
掲
げ
、
判
例
な
ど
も
援
用
し
て
い
る
と
は
い
っ
て

も
、
個
々
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
う
徹
底
的
に
論
究
し
得
な
い
の
は
、
本

書
の
性
質
上
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
国
際
責
任
論
の
担
当
者
が
、
か
な
り
意
欲
的
に
問
題
を
追
究
し
て
い
る

こ
と
は
、
そ
の
節
目
を
一
見
し
た
だ
け
で
も
、
ほ
ぽ
見
当
が
つ
く
で
あ
ろ

う
・
細
目
ま
で
挙
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
序
に
次
ぐ
各
節
の
題
名

を
見
る
と
、
第
一
節
は
国
際
責
任
の
構
成
要
素
で
あ
っ
て
、
こ
の
な
か
で

は
過
失
の
問
題
や
権
利
濫
用
論
に
も
ふ
れ
て
い
る
・
第
二
節
は
損
失
ま
た

は
損
害
を
与
え
る
正
当
な
行
為
で
、
例
え
ば
自
衛
、
復
仇
、
制
裁
な
ど
が

こ
れ
に
属
す
る
。
違
法
性
の
阻
却
理
由
と
し
て
も
論
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
o

　
第
三
節
は
、
立
法
、
行
政
、
司
法
そ
の
他
国
家
機
関
の
行
為
に
た
い
す

る
国
家
責
任
で
あ
っ
て
、
国
家
は
国
家
機
関
の
行
為
に
た
い
し
て
責
任
を

有
し
、
そ
の
行
為
は
、
立
法
、
司
法
、
行
政
各
機
関
の
行
為
を
ふ
く
む
こ

と
は
、
一
般
に
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
他
の
機
関
と
は
、
少
し

趣
き
が
ち
が
う
が
、
筆
者
も
説
い
て
い
る
よ
う
に
、
連
邦
制
国
家
で
は
、

連
邦
を
構
成
す
る
諸
州
は
、
多
く
は
自
ら
直
接
に
国
際
責
任
を
負
う
立
場



に
は
な
い
か
ら
、
連
邦
が
こ
れ
に
代
位
し
て
、
責
任
を
負
う
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
問
接
責
任
で
あ
っ
て
、
直
接
責
任
と
区
別
さ
れ
る
。
あ
る
い

は
直
接
責
任
、
関
接
責
任
の
区
別
に
た
い
し
て
、
本
原
的
責
任
と
代
位
的

責
任
の
対
称
を
行
う
著
者
も
あ
る
。

　
第
四
節
が
個
人
行
為
に
た
い
す
る
国
家
責
任
、
第
五
節
が
国
際
義
務
の

違
反
に
た
い
す
る
賠
償
の
性
質
と
範
囲
、
こ
こ
で
は
直
接
損
害
に
た
い
す

る
間
接
損
害
に
も
論
及
し
て
い
る
。
第
六
節
が
自
国
民
の
権
利
侵
害
に
た

い
す
る
国
家
の
権
利
主
張
で
あ
り
、
外
交
保
護
権
の
領
域
に
属
す
る
。
第

七
節
が
国
内
救
済
優
先
の
原
則
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
国
家
は
自
国
民
の
権

利
が
外
国
に
よ
り
不
当
に
侵
害
さ
れ
た
場
合
、
先
ず
当
該
外
国
裁
判
所
の

国
内
救
済
手
続
を
尽
し
た
上
で
な
け
れ
ば
、
同
国
民
保
護
の
た
め
に
、
国

際
司
法
裁
判
所
の
解
決
に
附
託
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
っ
た
こ
と
で

あ
る
Q

　
最
後
に
第
八
節
は
、
国
際
機
関
と
国
際
責
任
の
原
則
で
あ
っ
て
、
筆
者

が
こ
こ
で
意
味
し
て
い
る
の
は
、
主
と
し
て
国
際
機
関
の
責
任
、
そ
の
権

利
及
び
義
務
、
ひ
い
て
そ
の
権
利
主
張
な
ど
を
ふ
く
ん
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
節
目
を
一
覧
し
た
だ
け
で
も
、
国
際
責
任
の
問
題
が
、
国

際
法
の
領
域
で
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
筆
者
は
、
こ

う
し
た
諸
問
題
に
つ
い
て
、
要
領
よ
く
説
述
し
て
い
る
。

　
た
だ
国
家
責
任
に
つ
い
て
は
、
国
際
法
上
の
不
法
行
為
、
適
法
行
為
と

し
て
の
免
責
理
由
（
例
え
ば
自
衛
行
動
）
、
損
害
賠
償
責
任
の
有
無
に
つ

マ
ッ
ク
ス
・
ソ
ー
レ
ン
セ
ン
編
、
国
際
法
提
要

い
て
論
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
異
る
性
質
の
国
際
責
任
、
ひ
い
て
狭
義

の
損
害
補
償
（
適
法
行
為
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
他
国
の
財
産
権
等

侵
害
し
た
場
合
の
補
償
）
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
論
じ
て
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
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